第3巻第16課

第16课　贈る
目標

	日本語学習目標

・友達へのプレゼントについて、相手の好みなどを考えながら、相談して決めることができる。
・決まり文句を使ってカード（バースデーカード,教師節のカード、母の日父の日のカードなど）を書くことができる。
・もらったカードを読むことができる。

・（相手の好みなどを考えて選んだ）贈り物やカードを、言葉を添えて渡すことができる。
文化・人間関係目標

・だれに、いつ、どんなものを、なぜ贈ったかを考える。
・新年を祝う日中韓の行事を比較しながら、行事の形態や時期が異なっても、新年を祝う気持ちや行事の機能には共通性があることに気づく。
・風呂敷の使用方法を知り、実際に風呂敷で物を包む体験をする。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・王は美佳と張婷から誕生会に招待するカードをもらいましたが、どんなプレゼントを持っていったらいいかわからず、困っている場面を主題場面にしました。自分が同じような経験をしたことがあるか、そのときどう解決したか、何をあげたのかなど、中国語で自由に話して、トピックを導入しましょう。

・問いかけ例

　　○どんな場面ですか。

　　○どうして王は困っていますか。

　　○あなたは、王のような経験がありますか。

　　○それは、どんな時ですか。

○その時、どうやって解決しましたか。

○その時、何をプレゼントしましたか。

●補足説明
なし

学習活動（学习活动）
これまで何を贈った？
	活動のねらい

	・だれに、いつ、どんなものを、なぜ贈ったかを考える。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	
	
	●
	
	シャーペン、帽子、春節


●活動内容

・だれかにプレゼントを贈った経験を思い出して表に書く。
●制作意図＆授業のヒント

・だれかにプレゼントを贈った経験を思い出すことで、頭を活性化させます。

・相手にプレゼントを贈るときに相手のことをいろいろ考えて決めていることを意識化さましょう。普段、どんなことを考えて決めているか中国語で話させてみましょう。

・春節、教師の日、母の日、父の日などの語彙は、付録の参考語彙の年中行事を参考にしてください。

●補足説明
なし

贈るものを考えよう！
	活動のねらい

	・友達へのプレゼントについて、相手の好みなどを考えながら、相談して決めることができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	●
	[二胡のCD]はどう？

―いいね。

―［CD］はちょっと……。

じゃあ、［ノート］にしよう。
	CD、

（既習）

二胡、ノート


●活動内容

・友だちへのプレゼントについて相談して決める。決まったプレゼントをメモする。
●制作意図＆授業のヒント

・友だちと関係を築いていく中で、わたしたちは相手に何かを贈ることがあります。そのとき、相手の嗜好を考慮することが大切です。活動を通して相手の嗜好を意識させることを意図しました。また、ほかの人と相談して何かを決定していくことも他者との関係を築く上で大切なことだと考え、複数の人でプレゼントを相談して決定する活動にしました。

・相手の好きなものや興味があることをよく考えさせるようにしましょう。プレゼント名が日本語でわからないときは、中国語でもいいです。

・プレゼントをする設定は、誕生日と限らず、クリスマスなどでもいいでしょう。

・プレゼントの語彙は、付録の参考語彙も参考にすることができます。

・プレゼントする物は、買ったものだけでなく、手作りのものでもいいでしょう。

例　似顔絵、相手が好きなアニメの絵を描いたもの

相手が好きな音楽をCDにまとめたもの、歌を歌ってあげる　等

●補足説明
なし

カードを作ろう！
	活動のねらい

	・決まり文句を使ってカード（バースデーカード,教師節のカード、母の日・父の日のカードなど）を書くことができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	
	●
	●
	（お）誕生日おめでとう。

［14］歳、おめでとう。

［45］歳の誕生日だね。

これからも、仲良くしようね。

体に気をつけてね。

いつもありがとう（ございます）。

これからもよろしくお願いします。
	


●活動内容

・だれかにあげるカードを書く。
●制作意図＆授業のヒント

・カードを作ることを通して、自分の気持ちを表現することを目的としています。

・決まり文句を使ってメッセージ（バースデーカード、教師節のカード、母の日父の日のカードなど）を書いてみましょう。カードは紙のカードでも、電子カードでもいいです。

・例は日本語で書いていますが、中国語と日本語を混ぜて書いてもいいでしょう。

・発展的活動として、作ったカードを教室に展示するのもおもしろいでしょう。
●補足説明
なし

贈ろう
	活動のねらい

	・（相手の好みなどを考えて選んだ）贈り物やカードを、言葉を添えて渡すことができる。
・もらったカードを読むことができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	どうぞ。

（お）誕生日おめでとう。

これ、プレゼント。

いつもありがとう。
	


●活動内容

・プレゼントとメッセージカードを相手に送ります。
●制作意図＆授業のヒント

・P58でグループで考えたプレゼントを相手に贈ります。贈るものを実際に用意できない場合は、送りたいものを紙に絵や文字で書いて、紙をおりたたんで相手に渡すといいでしょう。

・漫画P18に、金が美佳と張婷にプレゼントをあげている場面がありますが、贈り物をするときにどんな表現を使っているのか確認をするために利用することができます。また、この場面をこの活動の導入に使うこともできます。
●補足説明

なし

日本語広場（日语广场）
包む
	目標

	・風呂敷の使用方法を知り、実際に風呂敷で物を包む体験をする。


●制作意図

・わたしたちは贈り物をするときによくきれいに包装をします。しかし、その包装は1回使うとごみになることが多いです。そこで、物をきれいに包みながらも、環境を守るためにどんなことができるかを生徒に考えさせいと考えました。その一つのヒントとして、日本で古くから利用されてきた風呂敷を取り上げました。

●授業のヒント

・実際に包む体験をさせましょう。風呂敷が手に入らないときは、大きめの布で代用してください。
●補足説明
・近年、日本では環境を守るために簡易包装を実施する店や「マイバッグ運動」（買い物のとき、自分のかばんを使う運動）を実施する店が増えてきました。

・風呂敷は近年また注目されるようになってきていますが、最近は現代的なデザインのものや、さまざまな大きさのものが売られるようになってきています。

・ほかの風呂敷の包み方については以下のHPが参考になります。

①群馬県桐生市HP　（2010/12/17確認）

http://www.city.kiryu.gunma.jp/web/home.nsf/0/85a282c6b8dd8ea349256a22002b079b
②風呂敷の使い方（2010/12/17確認）

http://homepage2.nifty.com/futava/furosiki/method/meth.htm
コラム（专栏）
お正月と春節

	目標

	・新年を祝う日中韓の行事を比較しながら、行事の形態や時期が異なっても、新年を祝う気持ちや行事の機能には共通性があることに気づく。


●制作意図

・日本のお正月と中国の春節を比較しながら、行事の形態や時期が異なっても、新年を祝う気持ちや行事の機能には共通性があることに気づかせるため、①新年の迎え方、②お年玉、③新年のあいさつ、④新年に食べるものという4つのテーマを取り上げて比較しています。また、日本と中国だけでなく、韓国の新年の迎え方についても触れています。この3か国の新年の迎え方を比較することを通して、年中行事をどのような視点から観察・分析できるかという視点を養うことも意図しました。教科書の巻末には参考語彙として年中行事の表が入っています（P118-119）。ほかの年中行事を取り上げて、ぜひこの課のコラムと同じように比較をしてみてください。

◇気付かせたいポイント

　　・国や地域によって行事の形態や時期が異なっても、新年を祝う気持ちや行事の機能には共通性があること

●授業のヒント

・まず、生徒にどのように新年を迎えるかを発表させ、次に、日本のお正月について知っていることを、まずグループやペアで話し合わせて、発表させます。それから、教科書の内容を読んで、4つのテーマから日本、中国、韓国の共通点や相違点について、生徒自身にまとめさせましょう。そのとき、中国の民族による祝い方の違いについてや、地域による祝い方の違いについてもまとめさせてもいいでしょう。

・巻末P118-119にある年中行事の中からいくつかの行事を選んで、同じように日本と中国、あるいは日本、中国、韓国でどのようにその行事を過ごすかを調べて、発表させてもいいでしょう。

●補足説明

①新年の迎え方

・教科書にも書いてあるとおり、日本では静かにお正月を迎える習慣があります。中国のように、花火や爆竹を鳴らす習慣はありません。

・除夜の鐘の数は、日本と中国は108回、韓国は33回です。除夜の鐘は中国の宋の時代に始まったとされていて、日本には中国から伝わりました。なぜ108回かという理由には諸説ありますが、人間の煩悩の数が108あるため、それを取り除くために108回、鐘をつくという説がよく知られています。韓国では33回ですが、仏教上33という数字は万物の根源になる数字だからといった説や、仏教で観世音菩薩が人々を救うために33の分身に分かれたためといった説があるそうです。

②お年玉

・日本のお年玉を入れる袋は、「ぽち袋」といいます。色は特に決まっていません。干支がデザインされているものや、お正月の飾りのイラストがついているものなどがよく売られています。袋の大きさは、中国の「红包」よりも小さいものが多いです。

③年賀状

・日本では年賀状は新年になってから届けられます。クリスマスカードのように、事前に届けられることはありません。年賀状と分かるように、切手の下に「年賀」と書いておくと郵便局で年賀状として1月1日以降の配達物としてまとめられます。

・年賀状には、昨年1年のお礼や新しい1年の幸せを願うことばを書いたり、近況を書いたりします。デザインはいろいろで、干支をデザインしたもの、風景の写真や自分の写真をプリントしたもの、お正月の飾りや食べ物をデザインしたものなど多様です。手作りする人もいますし、印刷屋などで印刷してもらう人もいます。

・2011年1月1日に配達された年賀状の枚数は、約20億8100万枚です。1月1日以降に配達される年賀状もありますので、実際に配達される枚数はもっと多いです。

④お正月に食べるもの

・お節料理はお正月に食べる料理ですが、一つの料理の名前ではありません。重箱と呼ばれる箱のような器を何段か重ねた物の中にいろいろな種類の料理を詰めたものを、お節料理と呼びます。お節料理に何を食べるかは地域によって違います。また、それぞれの料理には意味が込められているものが多いです。

お節料理の例：

· 黒豆の煮物（くろまめのにもの）

「まめ」という言葉はもともと、丈夫・健康を意味する言葉でした。また、一生懸命働くという意味で「まめに働く」という表現があります。ですから、お正月には「元気に働けますように」という意味をこめて、黒豆を食べる地域が多いです。

· 数の子（かずのこ）

数の子はニシンの卵です。二親（にしん）から多くの子どもが出るからめでたいと考えられて、お正月には子孫繁栄を願って食べる地域が多いです。

· 栗きんとん（くりきんとん）

栗とさつまいもを甘く煮た料理です。黄金色なので、豊かな財産を祈って食べます。

・お雑煮は、餅の入ったスープです。地方によって、作り方や中に入れるもの、お餅の形などに多様性があります。（下の参考URLの情報も参考にしてください）

参考URL

●韓国除夜の鐘

http://www.konest.com/data/korean_life_detail.html?no=456
http://blogs.yahoo.co.jp/dokokimura/40677680.html
http://www.netlaputa.ne.jp/~tokyo3/joyaj.html
●年賀状発行枚数（2011年1月1日速報値）

http://www.post.japanpost.jp/whats_new/2011/0101_01.html
●お節料理について（日本語）

http://www.kibun.co.jp/enter/osechi/shogatu/mini/index.html#7
●日本各地のお雑煮（中国語）

PDF＜http://www.tjf.or.jp/hidamari/pdf/41hidamari(c)_web.pdf＞

HTML＜http://www.tjf.or.jp/clicknippon/zh/jcn/t22jcn_c.html#column2＞
考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「在这种情况下应该怎么说？」「在这种情况下应该怎么写呢？」は、それぞれの場面でどんな表現を使うか、口頭で、また書いて確認しましょう。

・「正在商量送给朋友礼物呢！应该怎么说呢？」「想把礼物交给对方，应该怎么说呢？」は、イラストの人物の気持ちに即してどんな表現を使ったらいいか言ってみましょう。CDで確認することができます。

●補足説明
参考解答

提议做某事时　　　二胡のCDはどう？
―同意时　　　　　いいね。

―不同意时　　　　CDはちょっと・・・・・・。

讨论后作出决定时　じゃあ、ノートにしよう。

把礼物交给对方时　どうぞ。これ、プレゼント。

祝贺生日时　　　　お誕生日おめでとう。

祝贺教师节时　　　　いつもありがとうございます。

祝贺母亲节或父亲节时いつもありがとう。
正在商量送给朋友礼物呢！应该怎么说呢？

左：ノートはどう？／ノートはちょっと･･････。シャーペンはどう？

右：じゃあ、シャーペンにしよう。

想把礼物交给对方，应该怎么说呢？

左：どうぞ。／ありがとう。

右：いつもありがとう。／ありがとう。
